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た。さらに、 IFN-yKOマウス、 TCRoKOマウスを用いた検討より、 NK1.1陽性yoT細胞は IL-2+IL-18誘導性
間質性肺炎モデルにおいて、病態増悪作用を持つことが示唆された。
審査の結果の要旨
本研究は間質性肺炎モデルマウスを用いた解析により、 NK細胞マーカである NKl.lを発現したユニーク
なyoT細胞が間質性肺炎病態の増悪に寄与することを示した。ヒトにおいても同等の細胞集団の存在が確
認されており、今後、特に自己免疫疾患に併発した間質性肺炎の発症・増悪メカニズムの解明に向けた研究
の基礎となるものであると考えられた。
平成 23年 12月28B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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